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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
機
動
戦
記
ガ
ン
ダ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
８
６
１
Ｆ

【
作
者
名
】

　
な
ー
さ
ん

【
あ
ら
す
じ
】

　
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
イ
ラ
７
０
、
地
球
連
合
軍
が
月
面
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
ク
レ
ー

タ
ー
に
て
新
型
機
動
兵
器
建
造
中
と
の
極
秘
情
報
を
得
た
ザ
フ
ト
軍
は
特
務
部

隊
を
差
し
向
け
る
。
目
的
は
敵
新
型
機
動
兵
器
の
破
壊
及
び
自
軍
新
型
モ
ビ
ル

ス
ー
ツ
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
シ
リ
ー
ズ
」
の
実
戦
評
価
。
地
球
各
地
の
神

話
に
謳
わ
れ
る
戦
神
の
名
を
冠
さ
れ
、
Ｏ
Ｓ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
「
ガ
ン
ダ
ム
」

の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
る
四
機
の
新
型
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
は
、
任
務
遂
行
の

た
め
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
基
地
を
強
襲
す
る
。



2

第
一
章
 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｅ

　
化
石
燃
料
の
枯
渇
、
環
境
汚
染
、
民
族
紛
争
、
恐
慌
に
よ
る
混
乱
及
び
ブ
ロ

ッ
ク
経
済
―
―
そ
れ
ら
の
社
会
問
題
は
西
暦
の
末
、
遂
に
第
三
次
世
界
大
戦
の

引
き
金
を
人
類
に
引
か
せ
た
。

　
「
再
構
築
戦
争
」
と
も
言
わ
れ
た
そ
の
大
戦
は
地
球
上
に
存
在
す
る
全
て
の

国
家
の
統
合
・
再
編
を
誘
発
し
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
に
数
多
く
存
在
し
た
民
族
単

位
の
小
国
な
ど
は
欧
米
列
強
に
飲
み
込
ま
れ
て
次
々
と
姿
を
消
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
降
誕
か
ら
長
き
に
わ
た
っ
て
続
い
た
西
暦
が
大
戦
の
た
だ
中
で
終

わ
り
を
告
げ
、
”
Ｃ
．
Ｅ
．
”
と
い
う
新
し
い
年
号
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
７
０

コ
ズ
ミ
ッ
ク・
イ
ラ

年
―
―
人
類
は
「
遺
伝
子
の
優
劣
」
と
い
う
大
き
な
格
差
に
よ
っ
て
二
つ
の
勢

力
に
分
か
た
れ
て
い
た
。

　
一
つ
は
、
「
劣
」
に
相
当
す
る
旧
人
類
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
が
複
数
の
国
家
を

統
括
し
て
組
織
し
た
「
地
球
連
合
」
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
―
―
「
優
」
に
当
た
る
の
が
、
受
精
卵
の
段
階
で
遺
伝
子

操
作
を
施
さ
れ
生
み
出
さ
れ
た
新
人
類
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
」
に
よ
っ
て
建

国
さ
れ
た
「
情
報
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
立
脚
し
た
民
族
解
放
国
家
」
―
―
通
称

”
プ
ラ
ン
ト
”
。

　
こ
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
は
、
元
来
「
親
子
」
の
よ
う
な
関

係
で
あ
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
は
、
そ
の
生
み
の
親
で
あ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル

に
と
っ
て
「
自
身
が
到
達
で
き
な
か
っ
た
高
み
へ
と
至
る
希
望
の
対
象
」
と
言

っ
て
も
良
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
至
極
当
然
の
こ
と
な
が
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
は
知
力
や
体
力
な

ど
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
お
い
て
ナ
チ
ュ
ラ
ル
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
。
生

ま
れ
持
っ
て
い
た
才
能
も
そ
う
だ
が
、
後
天
的
に
身
に
つ
く
技
能
も
ナ
チ
ュ
ラ

ル
よ
り
多
く
、
か
つ
優
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
当
時
は
数
こ
そ
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
は
学
問
や
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
頭
角
を
現
す
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
そ
の
存
在
意
義
は
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
に
と
っ
て
「
自
身
の
生
活
を
脅
か
し
得
る
脅
威
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
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格
差
は
嫉
妬
と
憎
悪
を
生
み
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
は
地
球
各
地
で
ナ
チ
ュ

ラ
ル
か
ら
迫
害
を
受
け
た
。
住
み
慣
れ
た
地
上
を
追
わ
れ
、
彼
ら
が
目
指
し
た

第
二
の
安
住
の
地
―
―
そ
れ
は
宇
宙
だ
っ
た
。

　
先
述
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
た
ち
の
本
拠
地
で
あ
る
”
プ
ラ
ン
ト
”
は
、

Ｃ
．
Ｅ
．
３
０
年
代
末
か
ら
建
造
を
開
始
し
、
完
成
後
は
化
石
燃
料
の
枯
渇
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
悩
む
地
球
に
、
豊
富
な
宇
宙
資
源
か
ら
得
ら
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
、
無
重
力
を
生
か
し
た
工
業
生
産
物
を
供
給
す
る
「
義
務
」
と
も

言
え
る
役
割
を
負
っ
て
い
た
。
そ
の
利
益
は
地
球
の
一
部
の
オ
ー
ナ
ー
国
が
独

占
し
、
彼
ら
は
”
プ
ラ
ン
ト
”
に
軍
事
力
の
保
持
と
食
料
の
生
産
を
禁
じ
る
こ

と
で
、
自
ら
の
支
配
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
た
。

　
い
わ
れ
の
な
い
服
従
と
搾
取
。
当
然
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
た
ち
は
そ
れ
に
反

発
し
、
独
立
と
対
等
貿
易
を
地
球
側
に
求
め
た
。
両
者
の
間
に
は
繰
り
返
し
話

し
合
い
の
場
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
た
び
に
交
渉
は
決
裂
に
終
わ
り
、
両
者

の
緊
張
は
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
く
。

　
物
量
に
お
い
て
は
る
か
に
劣
る
”
プ
ラ
ン
ト
”
は
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
―
―

地
球
連
合
と
の
戦
争
―
―
に
備
え
て
秘
密
裏
に
軍
事
組
織
「
Ｚ
ｏ
ｄ
ｉ
ａ
ｃ
 

Ａ
ｌ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
 

ｏ
ｆ
 

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
ｏ
ｍ
 

Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｙ
」
―
―
通

称
ザ
フ
ト
を
組
織
。
さ
ら
に
Ｃ
．
Ｅ
．
６
９
に
起
こ
っ
た
地
球
連
合
軍
に
よ
る

軍
事
威
嚇
行
為
に
際
し
て
は
、
か
ね
て
か
ら
開
発
を
進
め
て
い
た
「
モ
ビ
ル
ス

ー
ツ
」
と
呼
ば
れ
る
従
来
の
戦
闘
兵
器
よ
り
も
優
れ
た
性
能
を
有
す
る
新
型
機

動
兵
器
を
戦
線
に
投
入
し
、
”
プ
ラ
ン
ト
”
宙
域
に
駐
留
し
て
い
た
地
球
連
合

軍
勢
力
の
排
除
に
も
成
功
す
る
な
ど
、
着
実
に
軍
備
拡
張
を
進
め
て
い
た
。

　
地
球
連
合
軍
勢
力
の
排
除
を
成
し
遂
げ
、
地
球
連
合
か
ら
の
独
立
を
目
指
す

”
プ
ラ
ン
ト
”
首
脳
陣
を
大
い
に
満
足
さ
せ
る
性
能
を
示
し
た
ザ
フ
ト
の
実
戦

配
備
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
第
一
号
機
「
Ｚ
Ｇ
Ｍ
Ｆ
－
１
０
１
７
 

”
ジ
ン
”
」
で
あ

っ
た
が
、
一
機
で
地
球
連
合
軍
の
主
力
兵
器
「
メ
ビ
ウ
ス
」
の
五
機
分
に
相
当

す
る
そ
の
高
い
性
能
を
も
っ
て
し
て
も
、
地
球
連
合
と
の
膨
大
な
物
量
差
を
埋

め
る
に
は
不
足
感
を
拭
い
切
れ
な
か
っ
た
。
プ
ラ
ン
ト
の
行
政
機
関
で
あ
る
最

高
評
議
会
と
ザ
フ
ト
軍
上
層
部
は
、
物
量
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
開
戦
後
の
戦

略
目
標
と
な
る
月
及
び
月
軌
道
の
支
配
権
掌
握
や
地
球
圏
侵
攻
な
ど
の
諸
事
情
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な
ど
を
鑑
み
、
”
ジ
ン
”
と
は
異
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
よ
り
優
れ
た
ス
ペ
ッ
ク

を
有
す
る
新
型
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
の
開
発
を
決
定
す
る
。
「
Ｘ
計
画
」
と
呼
ば
れ

た
そ
の
計
画
は
極
秘
裏
に
進
め
ら
れ
、
遂
に
従
来
の
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
小

型
化
さ
れ
た
ビ
ー
ム
兵
器
を
標
準
装
備
し
、
地
球
の
重
力
下
で
も
俊
敏
な
動
き

を
可
能
と
し
た
次
世
代
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
、
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
シ
リ
ー
ズ
」

の
開
発
に
成
功
す
る
。

　
や
が
て
、
開
戦
と
い
う
”
プ
ラ
ン
ト
”
側
の
予
測
は
現
実
と
な
る
。
皮
肉
に

も
地
球
連
合
へ
の
牽
制
と
し
て
開
発
し
た
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
は
、
逆
に
地
球
連
合

の
焦
燥
を
煽
る
結
果
と
な
っ
た
。
”
プ
ラ
ン
ト
”
の
自
立
を
恐
れ
た
地
球
連
合

は
遂
に
”
プ
ラ
ン
ト
”
を
武
力
で
屈
服
さ
せ
る
べ
く
核
兵
器
を
持
ち
出
し
、
Ｃ
．

Ｅ
．
７
０
年
２
月
、
”
血
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
”
の
悲
劇
に
よ
っ
て
地
球
連
合
と

”
プ
ラ
ン
ト
”
間
の
緊
張
は
一
気
に
本
格
的
武
力
闘
争
へ
と
発
展
し
た
。

　
誰
も
が
疑
わ
な
か
っ
た
、
数
で
勝
る
地
球
連
合
の
勝
利
。
だ
が
、
当
初
の
予

測
は
大
き
く
裏
切
ら
れ
、
戦
況
は
両
軍
拮
抗
の
ま
ま
、
既
に
十
一
ヶ
月
と
い
う

時
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
―
―
。
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第
一
章
 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
（
後
書
き
）

ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
指
摘
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ど
ん
ど
ん
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

機動戦記ガンダムSEED

2010年12月9日14時38分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n3861f/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n3861f/

